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椿
峰
協
定
委
員
会
と
椿
峰
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
の
合
同
総
会

が
開
催
さ
れ

（
１０
月
１３
日
）
、

椿
峰
地
区

（椿
峰

ニ
ユ
ー
タ
ウ

ン
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
）

が
所
沢
市
で
２３
番
目
の
地
区
計

画
と
し
て
決
定
さ
れ
、
８
月
２０

日
に
告
示
さ
れ
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
合
同
総
会
に
は

所
沢
市
街
づ
く
り
計
画
部
都
市

計
画
課
か
ら
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

出
席
を
頂
き
ま
し
た
。

地
区
計
画
こ
は

地
区
計
画
は
所
沢
市
の
都
市

計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
て
お

り
、
松
が
丘
地
区
や
第
２
椿
峰

地
区
な
ど
の
住
宅
地
域
や
所
沢

駅
周
辺

（東
日
、
西
日
）
地
区
や

サ
ク
ラ
タ
ウ
ン
な
ど
中
心
市
街

地
の
整
備
や
公
共
施
設
の
配
置

な
ど
良
好
な
都
市

・
住
宅
環
境

を
作
り
、
維
持
す
る
こ
と
を
目

的
に
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
区
計
画
へ
の
経
緯

椿
峰

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
は
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
当
初
に

「椿

峰
協
定

（建
築
協
定
）
（緑
地
協

定
）
」
と
い
う
良
好
な
住
環
境
を

維
持
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
が
作

ら
れ
ま
し
た
。
建
築
基
準
法
、
緑

地
保
全
法
と
い
う
法
律
に
基
づ

き
制
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

「椿
峰
協
定
」
は
土
地
。建
物
所
有

者
相
互
の
協
定
で
、
そ
の
運
用
は

椿
峰
協
定
委
員
会
と
い
う
地
域
の

代
表
者
か
ら
な
る
組
織
が
行
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
「椿
峰
協
定
」
は

２ｏ
年
の
期
限
を
経
て
、
Ｎ８
∞
年
に

再
締
結

。
再
認
可
さ
れ
、
更
に
２０

年
の
運
用
の
後
、
Ｎｏ
Ｎ
∞
年
Ｈ
月
に

建
築
協
定
が
、
Ｎｏ
Ｎ卜
年
６
月
に
緑

地
協
定
が
期
限
切
れ
、
失
効
と
な

り
ま
し
た
。

Ｎｏ
ＨＯ
年
に
、
椿
峰
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
は
椿
峰
協
定
委
員
会
か
ら

の
発
議
を
得
て
、
共
同
で
「椿
峰
協

定
」
失
効
後
の
ル
ー
ル
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
を
始
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
地
権
者
の
皆
様

へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
経
て
、

「椿
峰
協
定
」

を
継
承
す
る
（同
等
の
内
容
の
）
ル

ー
ル
を
地
区
計
画
と
し
て
設
定
す

る
こ
と
を
所
沢
市
に
提
案

（ＮｏＮ∞

許
嘲
れ
つ
）
し
、
実
現
に
こ
ぎ
・つ
け

一

椿
峰
地
区
地
区
計
画
の

内
容

地
区
計
画
の
計
画
書
は
こ
の
ま

ち
づ
く
リ
ニ
ュ
ー
ス
の
最
終
ペ
ー

ジ
か
ら
６
ペ
ー
ジ
に
わ
た
つ
て
掲

載
し
て
い
ま
す

（詳
し
い
こ
と
は

計
画
書
を
参
照
、
あ
る
い
は
所
沢

椿
峰
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
計
画
が
告
示
（ＮＲ
一
年
∞
月
Ｎ一
日
）

椿
峰
協
定
委
員
会
こ
椿
峰
き
ち
づ
く
＝
協
議
会
の
合
同
縮
会
で
報
告

市
街
づ
く
り
計
画
部
都
市
計
画
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）
。

地
区
計
画
の
基
本
的
な
考
え
方

は

「失
効
し
た
椿
峰
協
定
を
継
承

し
、
現
在
の
椿
峰
地
区
の
良
好
な

住
環
境
を
維
持
す
る
」
と
い
ぅ
こ

と
で
す
。
ル
ー
ル
の
中
身
は
ほ
ぼ

椿
峰
協
定
と
同
等
で
す
。
但
し
、
マ

ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
計
画
が
起
き

た
時
に
、
柔
軟
な
計
画
が
可
能
な

よ
う
に
、　
マ
ン
シ
ヨ
ン
の
高
さ
制

限
は
撤
廃
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

Ｎ８
ω
年
の
再
締
結
の
際
に
協
定
に

参
加
し
な
か
つ
た
土
地
に
敷
地
面

積
の
下
限

〓
ｏ
ポ
に
満
た
な
い
住

宅
が
建
て
ら
れ
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
が
、

「現
状
維
持
」
の

考
え
の
元
、
住
宅
の
建
替
え
の
際

に
は
現
状
と
同
等
の
住
宅
が
建

築
可
能
な
ル
ー
ル
と
な

つ
て
い

ま
す
。

今
後
、
椿
峰
地
区
で
住
宅
の
建

築
を
行
う
際
に
は
所
沢
市
街
づ

く
り
計
画
部
都
市
計
画
課
の
事

前
審
査
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

椿
峰
協
定
委
員
会
の

解
散

合
同
総
会
で
は

「椿
峰
協
定
」

が
失
効
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
椿

峰
協
定
委
員
会
の
解
散
と
残
余
金

を
椿
峰
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

へ
寄

付
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

会
計
報
告
こ

残
余
金
の
寄
付

椿
峰

ま
ち
づ
く
り
協
議
会

Ｎｏ
Ｎω
年
度
、
椿
峰
協
定
委
員
会

いｏ
Ｎω
、
Ｎ
ｏ
Ｎ卜
年
度
収
支
決
算
が
報

告
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
椿

峰
協
定
委
員
会

の
残
余
金
は

『含
Ｌ
ＨＮ
円
と
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
未
払
い
金
、
そ
の
後
の
発
生

費
用
を
差
し
引
い
て
、
最
終
的
に

ωヽ
∞ヽ

∞卜
円
が
椿
峰
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。 会計報告は
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コミユニティガーデン『椿峰みんなのお庭』から

【コンセプト]

みんなで考え みんなで作つて みんなで楽しむ

(何方でも何時でも好きなだけ参加出来ます)

【活動の概要]

椿峰 59街区緑地 (緑道のそば)

5・ 6口 9・ 10・ 11日 12月

第 2土曜日 10～ 12時

椿峰まちづくり協議会

花と緑部会

③主催

憫

働諄

① 場所
② 活動日

※ 「所沢市みどりのパー トナー活動」に

参加 しています。

椿止讐まちづ くり協議会 (2023年 4月 1日 ～2024年 3月 31日 ) 椿峰協定委員会 (2023年 4月 1日 ～2024年 9月 30日 )

備 考科 目 決算額 (円 ) 決算額 (円 ) 備 考科 目

収 入

75,000緑 のパー トナ~ン ツプ制度 :市 から補助金

0

2,002ン ルバー人材センターから野菜市賛助金

252,783

329,785

花と緑部会収入―補助金

椿峰地図販売収入

寄付金その他

前期繰越金

収入計

32,000協 定適合審査4件

3,00013件

54.

914,753‐

949,807_

会 費

協定書販売

その他収入

前期繰越金

収入計

支 出

75.000花 苗代

29,865ま ちづくリニュース33号、34号 印刷費

5.508会 議室使用料、サーバー使用料他

花と緑部会支出

印刷費

雑費その他

支出計 110,373

10,648イ ンク代、模造紙他

19,06013件

114.960ア ンケー ト回答受取人払い、ニュース郵送

8,180会 議資料、アンケー ト回答督促チラン

54,457椿 山奎協定看板撤去 (3か所 )

990振込手数料、残高証明

208,295

次期繰越金 219.412 741,512差引残余金

今
後
の
椿
峰
の
き
ち
づ
く
＝
に
つ
い
て

さ
て
、
地
区
計
画
の
実
現
ま

で
こ
ぎ

つ
け
た
わ
け
で
す
が
、

昨
年
３
月
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も

今
後
の
椿
峰
の
行
く
末
に
つ
い

て
、
不
安
の
コ
メ
ン
ト
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

当
面
の
資
産
価
値
の
低
下
を

防
げ
た
と
し
て
も
、
住
民
の
高

齢
化
、
住
宅
の
老
朽
化
な
ど
に

よ
る
街
の
劣
化
は
進
む
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
ま
ち
の
活
性
化
、

若
返
り
の
期
待
は
あ
り
ま
す

が
、
具
体
策
は
見
え
ま
せ
ん
。

椿
峰
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は

今
年
の
１
月
に

「椿
峰
の
今
後

を
考
え
る
会

（拡
大
委
員
会
）
」

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
課
題

へ
の

対
応
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
っ

て
い
ま
す
。

★
事
例
Ｈ
響宇

椿
峰
出
身
で
各
地
の
団
地
再

生
な
ど
を
手
掛
け
て
お
ら
れ
る

東
京
藝
大
の
藤
村
先
生
の
ご
指

導
を
頂
き
３
月
３０
日
に
鳩
山

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、
４
月
７
日
に

ひ
ば
り
が
丘
団
地
の
見
学
を
行

い
ま
し
た
。

鳩
山

ニ
ユ
ー
タ
ウ
ン
は
椿
峰

ニ
ユ
ー
タ
ウ
ン
よ
り
少
し
早
い

時
期
に

ω
８
ｏ
世
帯
を
超
え
る

規
模
で
開
発
さ
れ
た
戸
建
て
住

宅
だ
け
の

ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
で

す
。
高
齢
化
、
老
朽
化
な
ど
の

課
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
が
、

鳩
山
町
の
指
導
の
下
、
自
治
会

の
再
編
を
行
い
、
藤
村
先
生
が

主
宰
す
る
会
社
が
指
定
管
理

者
と
な
り
街
の
中
心
に
あ
る

コ
ミ

ュ
ニ
テ
イ
セ
ン
タ
ー
を

活
用
し
て
若
い
方
の
働
き
場

所
づ
く
り
や
、
学
生
の
シ
ェ
ハ

ウ
ス
運
営
な
ど
の
活
性
化
策

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
団
地

再
生
の
お
手
本
と
し
て
高
く

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ひ
ば
り
が
丘
団
地
は

戦
後
す
ぐ
に
住
宅
公
団
が
開

発
し
た
団
地
を
現
在
の
Ｃ
力
と

大
手
デ
イ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が
再

開
発
を
行
い
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
れ
た
ニ
ユ
ー
タ
ウ
ン
で
す
。

椿
峰
と
同
様
、
集
合
住
宅
と
戸

建
て
住
宅
の
エ
リ
ア
が
存
在

し
ま
す
。
開
発
企
業
が
資
産
の

一
部
を
住
民
組
織
に
寄
贈
し

て
、　
一
般
社
団
法
人

「ま
ち
に

わ
ひ
ば
り
が
丘
」
が
住
民
の
手

で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
組
織

に
は
団
地
の
管
理
組
合
、
自
治

会
、
近
隣
団
体

（社
会
福
祉
協

議
会
、
福
祉
施
設
、「
聟

な
ど
）
、

行
政

（公
民
館
、
児
童
館
）
、

事
業
者
な
ど
が
関
わ

つ
て
い

ま
す
。
男

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
２

階
建
旧
テ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
を
改

造
し
て
、
テ
ナ
ン
ト
賃
貸
、
自

主
事
業
な
ど
を
行

っ
て
い
ま

す
。

２
例
を
見
学
し
て
、

「椿
峰

ニ
ユ
ー
タ
ウ
ン
も
同
じ
よ
う

な
活
性
化
策
が
見

つ
か
る
の

だ
ろ
う
か
？
」
と
半
ば
途
方
に

暮
れ
る
よ
う
な
気
分
で
し
た
。

★
地
域

の
情
報

を
共
有

す
る
連
絡
組
織

そ
の
後
、
５
月
と
６
月
に
検

討
会
を
開
催
し
、
今
後
の
活
動

の
方
向
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

会
で
は
藤
村
先
生
か
ら
エ
リ

ア
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
重
要

性
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ

き
ま
し
た
。
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
と
は
文
字
通
り
地
域

の
事
を

マ
ネ
ー
ジ
す
る
と
い

う
こ
と
で
、
地
域
で
起
き
て
い

る
こ
と
、
課
題
な
ど
を
共
有

し
、
解
決
し
、
よ
り
良
い
地
域

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

椿
峰

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
は

残
念
な
が
ら
地
域
全
体
を
連

携
す
る
組
織
が
あ
り
ま
せ
ん
。

管
理
組
合
や
自
治
会
の
連
携

を
図
る
連
絡
組
織
の
よ
う
な

も
の
が
必
要
と
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
椿

峰
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
各

自
治
組
織
の
連
携
に
つ
い
て

市
役
所
の
ご
協
力
も
い
た
だ

き
、
更
に
情
報
を
共
有
す
る
環

境
づ
く
り
と
し
て
今
後
の
地

域
の
中
心
と
な
る
若
い
方
々
の

意
見
も
伺
い
な
が
ら
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。

椿峰春ちづくιl協議会及び椿峰協定委員会会計報告

早務費

会議室使用料

郵便料金

印刷費

工事費

雑費

支出計

●


